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平成 28 年 10 月 25 日 

各      位 

会 社 名 株  式  会  社   ム  サ  シ

代表者名 代表取締役社長 羽  鳥  雅  孝

(JASDAQ・コード番号 ７５２１) 

問合せ先 常務取締役財務部長 村 田  進 

T E L 03-3546-7710 

 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向を踏まえ、平成 28 年８月９日に公表いたしました平成 29 年３月期（平成 28

年４月１日～平成 29 年３月 31 日）第 2 四半期累計期間及び通期の業績予想を修正することとい

たしましたのでお知らせいたします。 

記 

 

１．平成 29 年３月期連結業績予想の修正 

第２四半期累計（平成 28 年４月１日～平成 28 年９月 30 日） 

（単位：百万円） 

            売 上 高      営 業 利 益 経 常 利 益     

親 会 社 株 主 

に 帰 属 す る 

四半期純利益 

1 株当たり 

四半期純利益

前 回 予 想 （ Ａ ）          18,711 785 833 507 68.11

今 回 修 正 （ Ｂ ）          18,299 996 1,058 691 92.83

増 減 額    （Ｂ－Ａ  ） △412 211 225 184 －

増  減  率  （％） △2.2 26.9 27.0 36.3 －

ご参考：前期実績 

（平成 27 年 9 月） 
17,109 526 590 374 50.32
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通期（平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日） 

                                                                           （単位：百万円） 

            売 上 高      営 業 利 益 経 常 利 益     

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

1 株当たり

当期純利益

前 回 予 想 （ Ａ ）          37,221 1,143 1,232 775 104.12

今 回 修 正 （ Ｂ ）          36,684 1,256 1,352 865 116.21

増 減 額    （Ｂ－Ａ  ） △537 113 120 90 －

増  減  率  （％） △1.4 9.9 9.7 11.6 －

ご参考：前期実績 

（平成 28 年 3 月） 
35,709 925 1,189 753 101.18

 

２．平成 29 年３月期個別業績予想の修正 

第２四半期累計（平成 28 年４月１日～平成 28 年９月 30 日） 

                                                                （単位：百万円） 

            売 上 高      経 常 利 益     
四半期 

純利益 

1 株当たり 

四半期純利益 

前 回 予 想 （ Ａ ）          17,800 501 300 40.30 

今 回 修 正 （ Ｂ ）          17,176 546 349 46.89 

増 減 額    （Ｂ－Ａ  ） △624 45 49 － 

増  減  率  （％） △3.5 9.0 16.3 － 

ご参考：前期実績 

（平成 27 年 9 月） 
16,274 334 223 30.04 

 

通期（平成 28 年４月１日～平成 29 年３月 31 日） 

                                                              （単位：百万円） 

            売 上 高      経 常 利 益     当期純利益
1株当たり 

当期純利益 

前 回 予 想 （ Ａ ）          35,200 702 421 56.56 

今 回 修 正 （ Ｂ ）          34,576 706 433 58.17 

増 減 額    （Ｂ－Ａ  ） △624 4 12 － 

増  減  率  （％） △1.8 0.6 2.9 － 

ご参考：前期実績 

（平成 28 年 3 月） 
33,715 683 428 57.61 
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３．修正の理由 

（第２四半期累計期間業績予想の修正） 

第２四半期累計期間の連結売上高は、印刷需要の低迷により印刷材料の販売が落ち込んだこ

とや、金融機関における設備投資抑制の影響で貨幣処理機器の販売が低調だったことなどによ

り前回予想を若干下回る見込みとなりました。 

一方、利益面においては好採算な自社開発商品である選挙システム機材の販売が参議院選挙

向けに順調だったほか、想定外の東京都知事選挙が実施され同選挙向け機材の販売が伸長した

ため前回予想を上回る見込みとなりましたので修正いたします。 

なお、個別業績につきましても連結業績と同様の理由により、前回予想を修正いたします。 

 

（通期業績予想の修正） 

第２四半期累計期間の業況を踏まえ、連結及び個別の通期業績予想を修正いたします。 

 

（注）本資料に記載されている予想値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、

実際の業績は、今後の様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


